
【Game Report】
試合区分　　マスターズ２０１３北九州大会

日　時 平成２５年９月１６日（月）
会　場 小倉西高校
試　合 女子　準決勝　Ｆコート　10:00
審　判 山崎、大庭

チーム名 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 合計

沖縄 11 9 4 6 30

千葉 5 10 16 16 47

　両チーム、ハーフコートのマンツーマンでスタート。共に堅実なディフェンスでなかなか得点が入らない
展開が続く。わずかなスペースをつき、千葉♯１５がミドルシュートを放ち、両チーム初得点を決める。そ
の後も一進一退の攻防が続くが、沖縄がリバウンドを頑張り、１Ｐ終了間際に沖縄♯１２が３Ｐを決め、沖
縄１１－５で終える。

第２Ｐも両チームディフェンスは変わらず、激しいディフェンスで共に流れを譲らず、なかなか得点が伸び
ない。そんな中、沖縄は♯２３のインサイドプレー、♯３１の３Ｐシュートなどで少しずつ加点していく。千葉
も♯６のリバースターンからのゴール下シュートや♯８のミドルシュートで追いすがる。お互いディフェンス
を頑張り、沖縄２０－１５で前半終了。好ゲームが続く。

第３Ｐ立ち上がり、千葉♯１１が４回目のファウルを犯すも、開始３分千葉の♯５のリバウンドからのシュ
ート、ハイポストからの１ｏｎ１からのシュートで流れをつかむと♯１４、♯１５の連続得点などで千葉２５－
２１でついに逆転に成功する。沖縄はたまらずタイムアウトを取り、流れを切ろうとするが、千葉♯１５がさ
らに得点を重ね、千葉３１－２４で終了する。

第４Ｐ、流れを変えたい沖縄はハーフコートからプレス気味にインターセプトを狙うも、千葉♯１５が落ち
着いてミドルシュート、カットイン、リバウンドシュートを決める。沖縄も♯２３のインサイドプレーで追いす
がるも、千葉がゲームをコントロールし、千葉４７－３０で終了する。

両チームディフェンスを頑張り、準決勝にふさわしい見応えのあるゲームであった。

記録者：松岡　

沖縄 千葉FIELD GOALS FIELD GOALS

NO Player 2P 3P FT TOT PF NO Player 2P 3P FT TOT PF
12 大城　末子 1 3 1 水野　朋子
13 比嘉　美和 2 柴崎　真紀 1
14 松田　順子 1 2 4 3 木村　基子

17 稲嶺　啓実 1 4 高橋　久美子
23 比嘉　涼子 3 1 7 1 5 建部　弘美 2 4 1
24 許田　新子 6 角南　淳子 2 4 1
31 山城　聖子 2 1 7 7 中尾　章子

32 前原　アヤ 1 3 2 8 安保　香織 3 1 1 10
33 桃原　さゆり 1 9 黒崎　麻衣子 2 2 1
37 喜屋武　美奈 10 斎藤　利恵
39 知念　専子 11 岡部　由希子 1 1 3 4

52 重見　美緒 1 2 3 12 釣屋　昌恵
55 金城　めぐみ 2 13 奥野　香 2 2
73 松島　ひとみ 1 2 3 14 伊藤　延江 2 4 1
88 照屋　みゆき 1 2 1 15 長野　由佳 9 18

選評

チームＡ チームＢ


